




























































内に日本から中国東北に 100 万戸、500 万人を移民させるという計画を立てた。
1936 年 4月に、日本関東軍は長春で移民会議を開き、「満洲農業移民 100 万戸
移住計画案」を作成し、1944 年 9 月までに、中国東北各地に在住する日本人
移民（開拓団を含む）は 1,662,234 人に達した。
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鼓吹により、1942 年 9月から 1944 年 1月まで、大日本報徳社などの団体は複
数回にわたって報徳思想に関する講演会を主催し、偽「満州国」政府から派遣
された人員も参加した。そして、1943 年 5 月 5 日に大連市外夏家川子、1943










1938 年 11 月に、「第二次近衞声明」が発表され、「東亜新秩序建設」と「中国、
日本、満州三国の善隣友好、共同防共、経済提携」の樹立が呼びかけられた。


















































工業汚染の耕地面積が 9000 万畝に達し、耕地面積の 5％を占めている。全国


































　2002 年 6月、第 1回「二宮尊徳国際シンポジウム」が北京大学で開催され、
















　2007 年 3 月には、中国の華東理工大学内に、中国華東二宮尊徳研究所が設
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立され、中国東北の二宮尊徳研究所と南北で呼応することになった。そして
2008 年 11 月、華東理工大学で「報徳思想と調和社会」を主旨とする第 4回「二
宮尊徳国際シンポジウム」が催された。






















































月－ 2007 年 12 月、遼寧省社会科学企画基金項目）、『二宮尊徳報徳理念と調和
社会創立の参考研究』（王秀文、2007 年 9 月－ 2008 年 9 月、遼寧省社会科学
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界連合会項目）、『二宮尊徳「報徳思想」及び科学発展観の実行可能への啓示』（秦
頴、2009 年 1月－ 11 月、遼寧省教育庁高等学校科学研究項目）、『大連地区の「三
農」問題対策への思考――日本二宮尊徳報徳思想からの啓示』（孫莉佳、2009
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<ABSTRACT>
Actual Condition of Research and Future Perspective on
Ninomiya Sontoku and His Thoughts: In Case of China
Yin QIN
Hōtoku-shisō, thoughts of Ninomiya Sontoku, is consisted of theory 
of “Shisei, Kinrō, Bundo, and Suijō” (devotion, service, status and humility), 
theory of “Tendo and Jindo” (natural phenomenon and path of duty), and 
theory of “Ichien Yūgō” (circulative relation) as a philosophical foundation. 
These theories were one of mental origins of Japan’s modernization and there 
were elements of Confucianism in Hōtoku-shisō. A research on Ninomiya 
Sontoku has been current in China whose date, background, aim, or scale 
of the research was quite different from those of Japan. In this paper we 
summarized historical changes of a research of Ninomiya Sontoku focusing 
on the case of China and examined the shape of the research organization, 
methods, and results. Added to this, we discussed the figure perspective of 
Hōtoku-shisō. 
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